
手話は多忙な日々のオアシス

「メタボラット、実にかわいいでしょ」
島根大学医学部でラットを使ってメタボ研究をする小林裕太先生（左）。
医学部の教授で手話通訳もこなしてしまう異色の全通研会員だ。

島根県

小林 裕太
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大学での授業

キャプション

大学の手話サークルでの活動

バングラデシュの
留学生と

　小林さんは実に多忙な人だ。環境保健学、
統計学入門、栄養と代謝、形態と機能、薬理
と薬剤、障害福祉論、看護研究方法論などな
ど高校の教師並みに授業を持ち、学生の海外
研修や海外からの大学院生の世話まで担って
いる。

小林研究室にて
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　さらに大学公認の手話サークル顧問、地域
の手話サークル「おろち」の会長を10年務め、
時には医療関係の手話通訳までこなす。医療
現場に手話通訳で入ったら、そこの医師が教
え子だったということはよくあることだそう
だ。

　小林さんと手話の出会いは、東京都文京区
で大学院生をしていた時に遡る。手話サーク
ルや手話奉仕員として関わり、全日本ろうあ
連盟の小椋武夫さんや野澤克哉さんに手ほど
きをうけた。（共にお酒を前にして、手話を学
んだようなのだが）
　環境が変わって仕事で忙しくなり手話の世
界から遠ざかっていたが、阪神・淡路大震災
で手話通訳者が足りないという話から、再び
手話サークルに足を運びはじめた。
　「おろち」に入って15年、現在は会長とし
て手話サークルを引っ張っていく。全通研で
は医療班で専門的な立場で関わっている。
　これらの経験は、大学で担当している授業

「障害福祉論」に生かされている。
　手話サークル復帰半年後に手話通訳の依頼
が来た。15年のブランクがあったが小林さん
は断らなかった。「どんなに多忙でも依頼すれ
ば引き受ける性格なので、手話通訳を頼む方
も勇気がいったんじゃないかな」と、一緒に
医療班で活動している三宅映子さんが気遣う。

「おろち」の会長歴は10年

手話サークル「どんぐり」の帯
たて

刀
わき

さんと
島根県手話サークル連絡協議会の打ち合わせ

活動仲間の三宅映子さんと

3



　手話の世界に帰ってきてから大切な出会いがあった。島根県ろうあ者大会が斐
ひ

川
かわ

で
あった時、新聞記者として取材に来ていた久美さんと出会い、半年後には結婚。現在高１、
中１、小６になる３人の子どもに恵まれた。
　子どもを３人抱えて奮闘している久美さんに、土日になると「手話の会に行って来ま
す」と言っては、いそいそと出かけていく夫に対して、妻がつける点数は少し辛い。
　しかし、目の回るような日々の中で、手話をしている時の小林さんの表情はゆったり
として、心地よさそうである。
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